
熱田東浜御殿は、名古屋の入口である熱田宮宿沖を
埋め立てて造成された尾張藩の海上要塞です。
江戸時代初期から明治初年まで存在しましたが、こ
れまでその実態はほとんど知られていませんでした。
この謎に満ちた御殿の実態に迫ります。

９月７日 土 １４：００～１６：００

第１回 講師 原 史彦 氏 名古屋城調査研究センター

会場 名古屋都市センター 11階ホール

申込方法

・ 左記のＱＲコードでＷＥＢサイトからお申し込み下さい。

・ お電話、窓口での受付はしておりません。

ＷＥＢサイトをご利用できない場合は ＦＡＸ、Ｅメールでも受付いたします。

・ 参加確認のご連絡はいたしませんのでご了承下さい。

・ 募集締切は令和６年８月３１日(土)予定です。ただし申込先着順で

定員（40名予定）になり次第締切らせていただきます。

・ 申込状況は「なごや歴まちネット」のお知らせ欄をご覧下さい。

・ 次回は１１月開催を予定しております。

※一部画像は[名古屋市史 地理編]より引用

おなまえ

お電話

Email

FAX 052-678-2209

E-mail event@nagoya-rekimachinet.jp

URL https://www.nagoya-rekimachinet.jp

TEL 052-678-2220　調査課 （歴史まちづくり担当）

景観整備機構 公益財団法人名古屋まちづくり公社

お申込みはこちらから

参加無料!!

歴史まちづくり連続講座
幻の御殿!!熱田東浜御殿の謎
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